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・クラス会議・全校クラス会議
を定期的に開催し，自治的風土
を構築する。
・ファミリー活動（掃除，遊
び，給食，行事）による異学年
交流を促進する。
・思いやりの木思いやり貯金の
取組を推進する。
・応用行動分析に基づく児童対
応の力量を身に付ける。
・不安傾向を軽減させるプログ
ラムを試行する。
・キャリア教育の視点を生か
し，目標達成動機付けに基づく
学習活動を位置づける。

「社会性と情動（SEL)基礎的
社会的能力測定尺度」の経年比
較
（自己コントロール，対人関
係，意志決定，自己意識，他者
意識，向社会的目標，規範意
識）

「チャレンジ精神，共同体感
覚」の前後比較（学校教育目
標，資質能力との関係）

アセスの生活満足度５５以上の
学級数

学校全体の前年度
（６月時点）との
比較
＋３ポイントが５
/７項目

6月，１２月比較
において有意に向
上

7/10学級

昨年度6
月時点よ
り３/7項
目が向上
している

チャレン
ジ精神
67.4％
共同体
感覚

66.2％

7/10
学級

昨年度6
月時点よ
り４/7項
目が向上
している

チャレン
ジ精神
67.7％
共同体
感覚

68.6％

6/10
学級

８0
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・「社会性と情動（SEL）基礎的社会的能力測定尺
度」では，責任ある意志決定，対人関係，他者への
気付き，規範遵守目標の４つの項目が向上してい
た。共同体感覚も，2.4％の向上が見られた。アセス
では，６月に生活満足感が40以下だった児童に視点
を当てて分析した。結果として，１２月に改善が見
られた児童には，友人サポート，非侵害的関係，学
習的適応の３つが主に向上していた。しかし，１２
月に生活満足感が４０以下になった児童について
は，向社会的スキルの低下が見られた。
・ファミリー活動（異学年交流）やクラス会議の実
施により，自治的自律的な活動を進めていくことが
できた。また，コロナ禍ではあるが，オンラインを
活用して異学年での関わりの機会を作り，絆作りを
行うことができた。これらの活動により，児童一人
ひとりに人と関わる力が身に付き，友達がいること
への満足感や役立ち感，憧れ感を抱く児童が増え
た。
・教職員の関わり方や児童理解の研修を進めること
によって，自己指導能力を高める指導を行うことが
できた。そのため，自分で判断し，行動する力が少
しずつ身に付いている。
・課題として，次の２点が挙げられる。１つは，人
への関心が強すぎて，トラブルが起きた時，自分自
身を振り返ることが難しい児童が多いことである。
もう１つは，自己肯定感が低い児童が多いことであ
る。

3

・保育の世界でも，子供たちの感じる力，気付く
力，やりぬく力，人と関わる力，考える力を遊び
の中でとらえ，学びのプロセスを見取っている。

・コロナ禍の状況で，様々な機会や体験が減る中
で，色々な工夫をしながら児童の成長を考える取
組を実施している。今後も，人と関わる力，協働
的な学びを進めてほしい。

・自治的自律的な活動を継続して行い，自
己指導能力を高める。
・ファミリー活動や学年間で，人に支えら
れながら目標を達成していく経験を積ま
せ，お互いに認め合い，自分に自信をもつ
ことができるようにしていく。
・１月に全校道徳を実施し，「すてきな
リーダー」について各学級で出た意見を交
流した。本校に必要な価値観をもたせた
り，児童一人ひとりの思考を広げたり深め
たりすることができたため，来年度は全校
クラス会議と同様，定期的に行っていきた
い。
・全校クラス会議は，「クラス会議」の本
質を意識しながら行うことができるよう
に，実施方法を考えていく。
・千葉大学「勇者の旅」プログラムを実施
して，一人ひとりが不安について学ぶこと
ができた。来年度も引き続きプログラムを
実施することが決定している。また，指導
した教職員として，生徒指導に生かせる部
分が多いと感じた。不安に対する考え方を
生かし，心理的な面で児童に寄り添いなが
ら指導・支援を行っていく。

・栄養教諭と担任による食育指
導の推進

・日常における担任による給食
時の指導

給食時のマナーに関するアン
ケート

主菜・副菜の残食率の割合

肯定的評価９３％
（県平均８９％
H30年度）

残食率５％以下
（前年度１０％）

92.8％

11.2％

93.8%

5.9%
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・「楽しい食事には，食事のマナーが大切だと思い
ます。」の項目におけるアンケートに肯定的に答え
た児童の割合は，５年生87.5％，３年生100％だっ
た。

・主菜・副菜の残食率は5.9％だった。10月から減
少傾向にあり，11月に児童と本校の残食率を共有し
たこと，食べることの価値を栄養教諭を筆頭に教職
員が伝え続けたこと，さらに，給食を最初につぎき
る注ぎ切ることの呼びかけを継続したことが結果に
結びつつある。ただ，副菜の残食率は依然として
10％を超えていることが課題と捉えている。
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・色々な方法で食育指導をしていることがよくわ
かる。残食率がひと月５．９％という数字は，7
月以降の取組の成果が表れている。

・給食は，家庭ではなかなか食卓に並ばない食材
なども口にできる貴重な機会になっている。

・継続して「食べる良さ」や「食べること
が楽しい」につながる給食指導をする。
・食育指導の年間計画をもとに，栄養士と
連携をとり，食育指導の充実を図る。
・今年度取り組んだ動画配信や掲示物が効
果的だったため，今後も継続し，給食が作
られる様子，食材の役割，給食時のマナー
など児童へ発信していく。
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コロナ禍の中，保護者，地域に
教育活動の具体的展開について
広報し，理解と協力を得る。

・保護者に対するＨＰの更新頻
度，更新内容に係る評価アン
ケート。

肯定的評価
８０％以上

84% 81% 101 A

・「学校のホームページは児童の学習や生
活の様子を把握するために有効である。」
との質問に対し，肯定的な回答が81％で
あった。
・見る習慣がないとの回答が21％あった。

・コロナ禍で保護者や地域の方が学校に来
ることができない中で，学びの姿を伝える
大きな役割を果たした。２学期からは，各
学年が学期に１回，子供達の学習の様子を
動画で配信する取り組みを行った。
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・HPの更新を毎日行い，最新の情報をタイムリーに
提示している。HPから教職員の日々の取組もよく分
かる。

・児童の学習の様子の動画配信はいつも興味深く見て
いる。

メールで更新情報を配信する。学校・学年
便りの内容とリンクさせる等，より多くの
人に見てもらえるよう工夫・改善を行って
いく。
動画配信の内容を学期始めに話し合い，計
画的に配信することができるようにする。
アンケートによる要望事項を加え，充実を
図る。

　

令和3年度　学校評価表　　

学校教育目標 関わりの力をもち，自分を表現することができる児童の育成　～人は人の中で人になる～

尾道市立栗原北小学校
a 　ミッション 「言葉の力」を身に付け，心を育てる小中連携の推進 a 　ビジョン

自ら学ぶ意欲を培い，基礎・基本の学力を確実に習得させる学校
自己コントロールができ，協同的な学びの場の中で自己肯定感を育む学校
自らの健康に関する課題を明らかにし，自律的に解決できる児童を育む学校
地域・保護者と共に教育活動を創造する学校
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「自ら学ぶ意欲」を培う教育環境
を構築する。

基礎・基本の学力を確実に習得さ
せ，論理的思考力を培う。

・「栗原北小」学びのスタン
ダードの定着を図る。

・フレームリーディングによる
「読む活動」の充実を図る。

・習熟度 学習，少人数学習，
個別最適化を目指した授業展開
を積極的に図る。

「自律的学習動機尺度」の経年
比較により，内発的動機づけが
有意に向上する。

標準学力調査（国語科・算数
科）において，前年度比3ポイ
ント向上する学級数（通常学
級）

国語科，算数科の学期末テスト
における学級平均が期待値との
比較において3ポイント向上す
る学級数（通常学級）

・標準学力テストの結果から，課題を分析
し，指導内容，指導方法の見直しを図って
いく。
・栗原北スタンダードを基盤にした授業づ
くりにおいて，関わり発言を積極的に活用
することで，集団意識を向上させ，学習意
欲を高める。
・小集団活動で学び合う場を設定すること
で，自己表現力をつける。
・引き続き，フレームリーディングによる
国語科授業を展開し，ことばの力の系統性
や読む領域について整理し，見通しをもっ
た教材研究を行うことで，学習のねらいを
明確化する。
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自律的な行動，他者意識をもった
言動ができる児童を育てる。

協同的な学校生活の場を意図的に
設定し，自己肯定感，役立ち感，
憧れ感，リーダーシップ，フォロ
ワーシップを醸成する。

自らの健康に関する課題を克服す
るための実践を自律的にできる力
を培う。

肯定　65%
（前年度比3p向
上）

国語科　3/5学級
算数科   3/5学級

国語科　7/9学級
算数科7/9学級

肯定６
３％

（前年
度比１P
向上）

ー

国語科
7/9学

級
算数科
8/9学

級

肯定６
７％（前
年度比５
P向上）

国語科３
/5学級

算数科３
/5学級

国語科８
/９学級
算数科７
/９学級
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・栗原北スタンダードを基盤にした授業づ
くりに積極的に取り組み，国語科における
フレームリーディングによる授業づくりに
ついて，研究を重ねたことで，子供達の自
ら課題を解決しようと意欲的に学ぶ姿が見
られ，学習意欲と読む力書く力が高まって
きた。
・習熟度別学習，少人数学習を行うこと
で，一人一人の学習状況を把握し，つまず
きや課題に合った対応をしていくことがで
きた。

地域社会の中に位置付く学校をめ
ざし，教育活動へ積極的な協力者
を増やす。

※      部は昨年度からの追加・修正点
　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は
適正でない。　ハ：わからない。
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・「わかりません」と言える学級をつくろうとい
うキャッチフレーズがすばらしいと思う。「わか
らない」ことをそのままにせず，わからないと言
うことから学びが始まると思う。

・発言するときの基本的な「言葉」を身に付ける
ことで，自信を持って発言できるようになり，伝
わりやすい発表となることが期待できる。

・「問いから学習課題を設定する授業」と「フ
レームリーディング」の取組はとても興味深く，
今後も児童にどのような成果が表れるが楽しみで
ある。

様式1


